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市
民
体
育
館
へ
指
定
管
理
者
制

市
民
体
育
館
へ
指
定
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理
者
制
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を
導
入
す
る
条
例
を
可
決決

主な内容
●一般質問 ‥‥‥‥ ２～６面
●委員会の活動
　主な議案 ‥‥‥‥‥ ７面
●請願・陳情、意見書
　議案賛否 ‥‥‥‥‥ ８面

＜臨時会＞
議長、副議長、議員、市長、副市長、教育長及び市職員の平成２１年６月
の期末手当を０．２ヵ月分減額する条例を可決

＜定例会＞
「立川市国民保護対策本部及び緊急対処事態対策本部条例」など市長提
出の１３議案を可決・同意
議員提出議案「立川市中小企業振興基本条例」及び「立川市義務教育就
学児医療費助成条例の一部を改正する条例」は賛成少数で否決
「明日の立川に多目的運動広場の設置を求める請願」を採択、「立川市清
掃工場の操業停止、移転に関する陳情」を不採択、「所得税法第５６条廃止
の意見書提出を求める陳情」を継続審査に
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　６月２３日の本会議において、堀議員の副議長
職辞任に伴う選挙が行われ、新副議長に佐藤寿宏
議員が選任されました。

葛副議長　佐藤　寿宏（たちかわ自民党）

　平成１０年初当選し、３期
目。この間、予算特別委員
会委員長、決算特別委員会、
入札事件原因究明と再発防
止調査特別委員会、文教委
員会の副委員長、監査委員
などを歴任。

新副議長の就任について

（見影橋保育園（見影橋保育園））

夏夏のの主主役役はは
僕僕たたちちだだ！！

夏の主役夏の主役はは
僕たちだ　　僕たちだ！！

　５月１日付けで議会運営委員、そして６月１６
日付けで環境建設委員会副委員長の交代が以下
のとおりありました。
議会運営委員
　（新）　堀江　重宏　　　（旧）　早川　　輝
環境建設委員会副委員長
　（新）　梅田　春生　　　（旧）　稲橋ゆみ子

議会人議会人事事
　６月２３日の本会議で公平委
員会委員の選任について同意
しました。

立川市公平委員会委員
　葛大神田　忠弘　氏（新任）
　　　立川市錦町在住

人事紹人事紹介介

◆
会
議
の
経
過
◆

☆
　第
１
回
臨
時
会

　　
～
会
期
１
日
間
～

　　
５
月
　
日
２９

　　
　
本
会
議

☆
　第
２
回
定
例
会

　　
～
会
期
　
日
間
～

１９

　　
６
月
５
日
～
　
日
１１

　　
　
本
会
議

　　
６
月
　
日
１２

　　
　
総
務
委
員
会

　　
６
月
　
日
１５

　　
　
厚
生
産
業
委
員
会

　　
６
月
　
日
１６

　　
　
環
境
建
設
委
員
会

　　
６
月
　
日
１７

　　
　
文
教
委
員
会

　　
６
月
　
日
１８

　　
　
新
庁
舎
建
設
・
現
庁
舎

　　
　
敷
地
活
用
特
別
委
員
会

　　
６
月
　
日
２２

　　
　
議
会
運
営
委
員
会

　　
６
月
　
日
２３

　　
　
本
会
議

第１回 臨時会

第２回 定例会
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障がい児保育の拡充を

支援体制の構築を進める

伊藤　大輔（民主・市民フォーラム）

 

障
が
い
児
の
安
定
し
た
保

育
の
継
続
に
は
、
専
門
的

な
保
育
士
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、

補
助
金
の
出
な
い
認
可
外
保
育
園
で

は
、
職
員
の
人
件
費
な
ど
の
点
で
受

け
入
れ
た
く
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
状
況
で
す
。
軽
度
や
中
度
の
障
が

い
で
あ
れ
ば
、
職
員
配
置
等
で
継
続

し
て
通
園
が
可
能
で
す
。
保
育
士
の

加
配
制
度
の
対
象
を
認
可
外
保
育
施

設
へ
拡
大
す
べ
き
で
す
。
ま
た
、
子

ど
も
に
障
が
い
の
疑
い
が
あ
る
保
護

者
の
不
安
を
解
消
す
べ
く
、
専
門
家

の
巡
回
相
談
を
隔
月
に
増
や
し
、
関

係
機
関
、
園
、
保
護
者
が
連
携
で
き

る
体
制
を
構
築
す
べ
き
で
す
。

問問

 

障
害
の
程
度
が
中
程
度
で

集
団
保
育
が
可
能
な
児
童

に
つ
い
て
は
、
入
園
が
可
能
と
な
る

よ
う
認
可
保
育
園
を
は
じ
め
と
し
た

受
け
入
れ
枠
の
拡
大
を
進
め
て
い
ま

す
。
認
可
外
保
育
施
設
に
対
す
る
保

育
士
の
加
配
制
度
に
つ
い
て
は
、
認

可
保
育
園
を
希
望
し
な
が
ら
、
障
害

の
あ
る
待
機
児
童
が
認
可
外
保
育
所

を
利
用
す
る
場
合
の
施
設
に
対
す
る

補
助
制
度
な
ど
を
、
今
後
、
都
へ
要

望
し
て
い
き
ま
す
。
現
在
、
途
切
れ

の
な
い
発
達
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
庁
内
で
検
討
を
進
め
て
お
り
、

今
後
、
関
係
機
関
を
含
め
た
発
達
支

援
体
制
の
構
築
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

答

グラウンドとの一体管理を
 ―見影橋公園―

市民の目線で検討する

木原　宏（たちかわ自民党）

 

見
影
橋
公
園
に
つ
い
て
、

地
域
の
方
々
か
ら
、
シ
ャ

ワ
ー
の
出
る
時
間
が
わ
か
ら
な
い
、

シ
ャ
ワ
ー
の
出
な
い
季
節
は
池
が
空

に
な
っ
て
し
ま
う
な
ど
の
指
摘
が
あ

り
ま
す
。
シ
ャ
ワ
ー
の
稼
働
時
間
を

示
し
、
夏
休
み
期
間
以
外
の
暑
い
日

に
も
稼
動
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。
見
影
橋
公
園
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
管
理
と
公
園
管
理
は
別
と

の
こ
と
で
す
が
、
市
民
か
ら
す
れ
ば

な
ぜ
一
体
的
に
管
理
で
き
な
い
の
か

疑
問
で
す
。
お
役
所
仕
事
と
う
つ
り

ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
公
園
の
シ
ャ

ワ
ー
や
池
の
管
理
を
含
め
た
一
体
的

な
管
理
に
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

問問

 

シ
ャ
ワ
ー
塔
は
昨
年
同
様

に
対
応
し
、
稼
働
時
間
を

現
地
に
表
示
し
ま
す
。
夏
休
み
以
外

の
暑
い
日
の
運
転
な
ど
、
臨
機
応
変

の
対
応
に
つ
い
て
は
機
器
設
定
の
問

題
も
あ
り
、
期
間
の
延
伸
を
含
め
検

討
し
ま
す
。
ま
た
、
池
へ
の
補
給
水

に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
の
一

体
管
理
と
は
異
な
り
ま
す
が
、
公
園

の
管
理
委
託
を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
中
で

手
動
に
よ
る
給
水
を
考
え
ま
す
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
と
公
園
の
管
理
に
つ
い
て

は
、
現
状
は
縦
割
り
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
市
民
の
目
線
に
沿
っ
た
形
を

検
討
し
ま
す
。

答

認知症の
支援対策づくりを

支援の充実に努める

大石　ふみお（民主・市民フォーラム）

 

認
知
症
患
者
は
全
国
で
約

　
万
人
で
、
今
後
　
年
で

２０５

２０

倍
増
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
市

は
高
齢
者
福
祉
介
護
計
画
案
で
認
知

症
予
防
支
援
の
推
進
を
重
点
課
題
と

し
て
い
ま
す
。
他
市
で
は
、
入
院
用

ベ
ッ
ド
の
確
保
や
外
出
支
援
、
認
知

症
相
談
窓
口
の
情
報
提
供
を
医
師
会

と
連
携
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

認
知
症
は
本
人
を
取
り
巻
く
地
域
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
が
大
切
で
あ
り
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
育
成
・
増
員
の

施
策
が
重
要
で
す
。
健
康
都
市
立
川

と
し
て
費
用
負
担
軽
減
も
含
め
、
万

全
な
予
防
対
策
を
講
じ
、
治
療
と
支

援
対
策
を
行
う
べ
き
で
す
。

問問

 

本
市
で
は
複
数
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
連
携

し
、
家
族
介
護
教
室
や
、
認
知
症
家

族
介
護
者
の
集
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
の
開
講
の
ほ
か
、
看
護
師
に
よ
る

認
知
症
訪
問
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

予
防
対
策
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
を

対
象
に
し
た
地
域
型
認
知
症
予
防
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
、
認
知
症
予
防
等

の
講
座
や
認
知
症
予
防
教
室
の
開
催
、

認
知
症
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
冊
子
の
配

布
な
ど
を
進
め
ま
す
。
市
と
し
て
は

医
療
と
福
祉
の
役
割
分
担
な
ど
に
つ

い
て
議
論
を
重
ね
な
が
ら
、
支
援
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

答

１
　大
石
　
ふ
み
お
（
民
主
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

①
認
知
症
に
つ
い
て

②
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

③
商
店
街
へ
の
支
援
に
つ
い
て

２
　伊
藤
　
大
輔
（
民
主
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

①
犯
罪
被
害
者
支
援
の
取
り
組
み

②
障
が
い
児
保
育

３
　木
原
　
宏
（
た
ち
か
わ
自
民
党
）

①
見
影
橋
公
園
の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て

②
新
庁
舎
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

③
公
立
保
育
園
の
民
営
化
に
つ
い
て

４
　浅
川
　
修
一
（
日
本
共
産
党
）

①
第
一
小
学
校
の
早
期
建
て
か
え
に
つ
い
て

②
自
治
会
へ
の
支
援
に
つ
い
て

③
下
水
道
立
川
単
独
処
理
区
の
流
域
下
水
道

へ
の
編
入
に
つ
い
て

５
　米
村
　
弘
（
た
ち
か
わ
自
民
党
）

①
新
庁
舎
移
転
後
の
諸
問
題

②
自
転
車
対
策

６
　永
元
　
須
摩
子
（
日
本
共
産
党
）

①
清
掃
行
政
に
つ
い
て

②
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て

７
　中
島
　
光
男
（
公
明
党
）

①
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

②
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

③
多
摩
川
堤
防
の
整
備
に
つ
い
て

④
国
の
経
済
対
策
に
対
す
る
市
の
対
応
に
つ

い
て

８
　高
口
　
靖
彦
（
公
明
党
）

①
安
心
し
て
結
婚
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら

れ
る
環
境
づ
く
り
を

②
ス
ク
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
の
推

進
を

③
高
齢
者
・
障
が
い
者
に
優
し
い
施
策
を

９
　伊
藤
　
幸
秀
（
公
明
党
）

①
チ
ャ
イ
ル
ド
フ
ァ
ー
ス
ト
社
会
へ
向
け
て

の
政
策
に
つ
い
て

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
見
直
し
に
つ
い
て

③
地
デ
ジ
、
対
応
に
つ
い
て

④
犬
と
の
共
生
に
つ
い
て

⑤
競
輪
事
業
に
つ
い
て

⑥
教
育
長
の
基
本
的
理
念
に
つ
い
て

　
　梅
田
　
春
生
（
民
主
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

１０

①
立
川
市
の
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

②
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
含
む
危
機
管
理

　
　福
島
　
正
美
（
公
明
党
）

１１

①
立
川
駅
周
辺
の
環
境
改
善
と
ま
ち
の
ル
ー

ル
づ
く
り
に
つ
い
て

②
子
育
て
と
教
育
施
策
に
つ
い
て

③
現
庁
舎
周
辺
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策
定
と

暫
定
活
用
に
つ
い
て

　
　堀
江
　
重
宏
（
日
本
共
産
党
）

１２

①
学
童
保
育
に
つ
い
て

②
障
が
い
者
福
祉
施
策
に
つ
い
て

③
錦
町
・
羽
衣
町
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い

て

　
　大
沢
　
豊
（
社
会
民
主
党
・
み
ど
り
立
川
・
 

１３

市
民
の
党
）

①
入
札
改
革
と
自
治
体
公
契
約
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

②
清
掃
工
場
問
題

③
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
食
器
再
利
用
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て

④
住
民
基
本
台
帳
問
題

　
　古
屋
　
直
彦
（
た
ち
か
わ
自
民
党
）

１４

①
高
齢
者
に
優
し
い
行
政
を

②
市
内
の
町
名
地
番
に
つ
い
て

③
自
治
会
の
組
織
に
つ
い
て

　
　清
水
　
孝
治
（
た
ち
か
わ
自
民
党
）

１５

①
立
川
公
園
野
球
場
改
修
の
内
容
を
明
ら
か

に
し
て
欲
し
い

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
く
る
り
ん
バ
ス
）

運
行
に
つ
い
て

　
　上
條
　
彰
一
（
日
本
共
産
党
）

１６

①
中
小
建
設
業
者
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て

②
図
書
館
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
見

直
し
に
つ
い
て

　
　田
中
　
清
勝
（
民
主
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

１７

①
立
川
市
の
施
設
利
用
に
つ
い
て

②
立
川
市
の
福
祉
に
つ
い
て

③
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　岩
元
　
喜
代
子
（
公
明
党
）

１８

①
文
化
・
芸
術
に
よ
る
人
づ
く
り
に
つ
い
て

②
立
川
市
の
が
ん
対
策
に
つ
い
て

③
ご
み
減
量
対
策
に
つ
い
て

④
日
本
の
経
済
状
況
と
立
川
市
の
今
後
に
つ

い
て

　
　中
山
　
ひ
と
美
（
た
ち
か
わ
自
民
党
）

１９

①
教
育
行
政
に
つ
い
て

②
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

③
契
約
制
度
に
つ
い
て

④
寄
付
金
の
使
用
状
況
に
つ
い
て

　
　佐
藤
　
寿
宏
（
た
ち
か
わ
自
民
党
）

２０

①
ご
み
問
題
に
つ
い
て

　
　早
川
　
輝
（
日
本
共
産
党
）

２１

①
公
立
保
育
園
の
民
営
化
に
つ
い
て

②
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
に
つ
い
て

③
米
軍
横
田
基
地
に
つ
い
て

　
　稲
橋
　
ゆ
み
子
（
立
川
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

２２

①
少
子
化
対
策
と
し
て
の
多
胎
児
支
援
策
に

つ
い
て

②
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
せ
る
高
齢
者
集
合

住
宅
・
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
に
つ
い
て

　
　守
重
　
夏
樹
（
民
主
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

２３

①
未
曾
有
の
経
済
不
況
の
中
で
の
ま
ち
づ
く

り
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

②
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
提
唱
す
る
健
康
都
市
に
つ
い
て

　
　五
十
嵐
　
け
ん
（
社
会
民
主
党
・
み
ど
り
立
川

２４

・
市
民
の
党
）

①
保
護
者
の
「
お
お
む
ね
の
合
意
」
の
な
い

ま
ま
、
保
育
園
の
民
営
化
を
強
引
に
進
め

る
な

②
拙
速
な
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
よ
り
も
、

小
数
精
鋭
の
図
書
館
専
門
職
員
の
継
続

的
配
置
に
よ
る
真
の
改
革
を

③
計
画
的
市
政
で
ご
み
問
題
の
解
決
を

④
子
ど
も
と
本
の
す
て
き
な
出
会
い
を

　
　矢
島
　
重
治
（
社
会
民
主
党
・
み
ど
り
立
川
・

２５

市
民
の
党
）

①
学
校
給
食
に
つ
い
て

②
立
川
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

③
学
校
選
択
制
に
つ
い
て

④
屋
外
体
育
施
設
に
つ
い
て

　
　矢
口
　
昭
康
（
公
明
党
）

２６

①
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

②
市
を
挙
げ
て
の
「
市
民
の
健
康
づ
く
り
」

に
つ
い
て

③
発
達
障
が
い
児
へ
の
支
援
に
つ
い
て

④
清
掃
工
場
の
移
転
に
つ
い
て

一般質一般質問問

市政の内市政の内容容
を聞を聞くく

要旨



3 平成２１年（２００９年）７月２５日

用語解説 ＩＣＴとは

「Information and Communication Technology」
のことで、多くの場合「情報通信技術」と訳さ
れる。従来使われてきた「IT」とほぼ同じ意味
の言葉であるが、近年では「IT」よりも「ICT」
のほうが通用する名称になりつつある。

開校１４０年を迎える第一小学校広域化の検討を

第二運動場に体育館を
 ―第一小学校建てかえ―

一つのアイデアとして検討

浅川　修一（日本共産党）

 

建
て
か
え
は
、
市
が
基
本

的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
重
要
で
す
。
狭
い
敷
地
の
有
効
活

用
と
し
て
、
第
二
運
動
場
に
体
育
館

を
建
設
す
べ
き
で
す
。
子
ど
も
達
が

交
通
量
の
多
い
道
路
を
直
接
横
断
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
体
育
館
と
校

舎
の
２
、
３
階
部
分
を
繋
ぐ
よ
う
な

工
夫
を
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
庁
内
検
討
委
員
会
の
中
間
ま

と
め
で
は
、
複
合
化
の
対
象
に
、
中

央
公
民
館
と
し
て
全
市
的
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
柴
崎
学
習
館
が
あ
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
複
合
化
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
規
模
や
機
能
は
維
持
さ

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

問問

 

第
一
小
学
校
の
建
て
か
え

は
現
敷
地
を
活
用
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
敷
地
は
狭

 隘
 で
不
成
形
な
形
状
の
た
め
、
第
二

あ
い運

動
場
な
ど
の
敷
地
を
で
き
る
限
り

有
効
活
用
し
た
配
置
計
画
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
第
二
運
動
場
と
校
舎

を
結
ぶ
渡
り
廊
下
に
つ
い
て
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
項
目
を
検
討
す
る
中
で
一

つ
の
ア
イ
デ
ア
と
し
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
柴
崎
学
習
館
の
機

能
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
く
の
で
、
建

替
検
討
協
議
会
や
学
習
館
の
利
用
者

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
複
合
化
へ

の
検
討
を
深
め
て
い
き
た
い
。

答

庁舎移転の影響は

にぎわいを創出したい

米村　弘（たちかわ自民党）

 

市
は
、
庁
舎
移
転
に
際
し

地
元
住
民
や
商
店
街
に
多

大
な
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
生
じ
な
い

よ
う
十
分
な
対
策
を
講
じ
る
と
の
誓

約
を
住
民
・
議
会
と
し
た
経
緯
が
あ

り
ま
す
。
来
年
５
月
の
移
転
に
む
け
、

地
元
に
対
す
る
こ
の
誓
約
は
実
行
で

き
る
状
況
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

移
転
後
の
暫
定
措
置
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
南
口
へ
の
経
済
効
果
を
ど
れ

だ
け
カ
バ
ー
で
き
る
か
精
査
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
本
格
的
な
ま
ち

づ
く
り
ま
で
の
期
間
や
暫
定
利
用
の

際
の
経
済
効
果
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
提
示
し
、
地
元
住
民
と
の
誓

約
を
必
ず
実
行
す
べ
き
で
す
。

問問

 

市
庁
舎
周
辺
で
は
、
市
職

員
に
よ
り
月
に
約
　
万
円

８００

が
消
費
さ
れ
て
お
り
、
暫
定
利
用
中

は
そ
の
　
分
の
１
程
度
が
消
費
さ
れ

１０

る
と
推
計
し
て
い
ま
す
。
移
転
の
１

年
後
に
暫
定
利
用
を
開
始
し
、
教
員

の
研
修
施
設
、
子
育
て
支
援
や
市
民

団
体
の
活
動
拠
点
な
ど
を
考
え
て
い

ま
す
。
現
庁
舎
周
辺
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
今
年
度
、
市
民

意
向
調
査
や
有
識
者
会
議
を
開
催
し
、

多
面
的
な
意
見
を
反
映
さ
せ
て
い
き

ま
す
。
地
元
自
治
会
や
商
店
街
等
に

は
逐
次
説
明
し
て
情
報
を
共
有
し
、

現
庁
舎
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
、

ぜ
ひ
創
出
し
て
い
き
た
い
。

答

修学旅行キャンセル料は
 ―新型インフルエンザ―

公費負担を検討している

永元　須摩子（日本共産党）

 

今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
世
界
的
な
大
流
行

が
警
戒
さ
れ
、
国
内
で
も
感
染
者
が

出
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
の
中
、
市

内
中
学
校
で
修
学
旅
行
を
実
施
ま
た

は
延
期
し
た
学
校
は
い
く
つ
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
全
国
の
小
中

学
校
の
中
に
は
、
延
期
し
た
場
合
の

キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
保
護
者
の
負
担
と

し
た
学
校
が
あ
る
と
の
報
道
が
あ
り

ま
す
。
本
市
で
は
、
延
期
さ
れ
た
場

合
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
の
負
担
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

場
合
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
市
が
負
担
す
べ
き
と
考
え
ま

す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

問問

 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
は
、
養
護
教
諭
は
も
と

よ
り
、
学
校
医
と
も
連
携
を
強
化
し
、

健
康
管
理
に
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

中
学
校
の
修
学
旅
行
に
つ
い
て
は
、

既
に
二
中
、
四
中
、
六
中
が
実
施
済

み
で
す
。
実
施
予
定
が
一
中
、
残
り

の
５
校
が
延
期
で
す
。
延
期
に
伴
い

発
生
す
る
キ
ャ
ン
セ
ル
料
に
つ
い
て

は
、
延
期
を
し
た
学
校
で
、
団
体
割

引
な
ど
の
活
用
を
図
る
な
ど
、
交
渉

を
行
っ
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
の

交
付
金
を
活
用
す
る
な
ど
の
話
も
出

て
お
り
、
市
と
し
て
は
保
護
者
負
担

で
は
な
く
、
公
費
負
担
を
行
う
方
向

で
検
討
し
て
い
ま
す
。

答

給食費値上げ
激変緩和措置を

動向をみて、最終判断を行う

中島　光男（公明党）

 

給
食
は
こ
れ
ま
で
国
産
、

無
添
加
の
食
材
料
を
原
則

と
し
、
保
護
者
の
期
待
に
応
え
る
給

食
水
準
を
維
持
す
る
た
め
、
運
営
努

力
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

学
校
給
食
運
営
審
議
会
は
、
現
在
の

給
食
水
準
を
維
持
し
、
質
の
高
い
給

食
を
行
う
に
は
、
給
食
費
の
改
定
は

や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
、
月
額

　
円
の
引
き
上
げ
を
答
申
し
て
い
ま

４００す
。
か
つ
て
な
い
経
済
不
況
が
続
い

て
い
る
た
め
、　
年
度
は
値
上
げ
分

２１

の
全
額
、　
年
度
は
半
額
を
市
が
補

２２

助
す
る
な
ど
、
数
年
間
は
市
が
支
援

す
る
激
変
緩
和
措
置
が
と
れ
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

問問

 

立
川
市
学
校
給
食
運
営
審

議
会
か
ら
は
、
安
心
・
安

全
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
、
多
様

な
食
品
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
た
お

い
し
い
給
食
を
提
供
し
て
い
く
た
め

に
は
、
給
食
費
の
改
定
は
行
わ
ざ
る

を
得
な
い
、
と
全
会
一
致
の
答
申
を

受
け
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
と
し
て

協
議
し
た
結
果
、
答
申
を
尊
重
し
、

現
在
、
平
成
　
年
９
月
か
ら
の
改
定

２１

に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
昨
年
来
の
経
済
不
況
の
中
で
、

市
民
が
大
変
厳
し
い
経
済
状
況
に
あ

る
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い
る
の
で
、

今
後
、
他
市
の
動
向
を
見
な
が
ら
、

最
終
判
断
を
し
て
い
き
ま
す
。

答

学校ＩＣＴ環境が
遅れているのでは

今後、整備を検討したい

高口　靖彦（公明党）

 

本
市
の
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

の
取
り
組
み
は
余
り
に
も

遅
れ
て
い
ま
す
。
市
内
小
中
学
校
の

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
の
整
備
は
い
ま
だ

に
ゼ
ロ
で
す
。
ま
た
、
市
内
小
学
校

の
パ
ソ
コ
ン
保
有
率
は
児
童
　
人
に

２１

１
台
で
す
。
こ
れ
は
文
部
科
学
省
の

全
国
調
査
平
均
　
人
に
１
台
の
割
合

８．４

に
遠
く
及
び
ま
せ
ん
。
国
は
　
人
に

３．６

１
台
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
立
川

で
授
業
を
受
け
る
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
、
大
変
な
不
利
益
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
経
済
危
機

対
策
臨
時
交
付
金
」
な
ど
の
活
用
に

よ
り
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
早
急
に
整

え
る
べ
き
で
す
。

問問

 

市
内
小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
は
十
分
で
な
い
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

に
つ
い
て
は
、
現
在
整
備
は
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
学
校
の
情
報
化
の
基

盤
に
な
る
こ
と
は
確
か
で
す
。
具
体

的
な
整
備
方
法
、
維
持
管
理
方
法
を

ど
う
す
る
の
か
を
、
校
長
や
副
校
長

を
含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

「
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
」に
つ

い
て
は
す
べ
て
教
育
予
算
と
は
い
か

な
い
状
況
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
各
教
室
へ
の
配

備
や
パ
ソ
コ
ン
の
充
実
な
ど
、
学
校

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

答

コミュニティバスの
共同運行を

可能性を検討したい

伊藤　幸秀（公明党）

 

交
通
不
便
地
域
で
あ
る
栄

町
一
丁
目
の
第
二
団
地
と

称
さ
れ
る
地
域
や
、
曙
町
三
丁
目
の

公
営
住
宅
の
一
部
か
ら
、
く
る
り
ん

バ
ス
の
運
行
要
望
が
強
く
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
地
域
は
他

の
く
る
り
ん
バ
ス
の
ル
ー
ト
の
よ
う

に
円
を
描
く
運
行
は
難
し
い
と
思
い

ま
す
。
現
在
、
栄
町
一
丁
目
地
域
の

南
側
を
国
分
寺
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
が
運
行
し
て
お
り
、
国
立
駅
に

戻
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
国
立

駅
か
ら
立
川
駅
へ
抜
け
る
路
線
を
国

分
寺
市
と
共
同
運
行
す
れ
ば
、
地
域

の
方
も
国
分
寺
市
民
に
も
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

問問

 

他
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
乗
り
入
れ
に
つ
い
て

は
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
事
例
と
し
て
、

く
る
り
ん
バ
ス
の
昭
島
駅
乗
り
入
れ
、

武
蔵
村
山
市
の
Ｍ
Ｍ
シ
ャ
ト
ル
の
武

蔵
砂
川
駅
へ
の
乗
り
入
れ
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
広
域
連
携
し
て
共
同
運

行
し
て
い
る
事
例
と
し
て
は
、
武
蔵

野
市
と
三
鷹
市
、
小
金
井
市
で
運
行

し
て
い
る
２
路
線
が
あ
り
ま
す
。
い

ず
れ
も
お
互
い
の
交
通
空
白
不
便
地

域
を
同
時
に
解
消
す
る
た
め
共
同
運

行
し
て
い
る
も
の
で
す
。
今
後
の
路

線
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
近
隣

市
と
の
広
域
連
携
の
可
能
性
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答


